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【第２学期始業式校長式辞】 
皆さん、おはようございます。今日からいよいよ二学期が始まります。

二学期も、「みんなが楽しい階上小学校」にしていけるよう、お互いに理解
し合い、友達との関わりを大切にしていって欲しいと思います。 
　これから、前のスクリーンにいくつか絵を映します。みなさんは、何に
見えるか声を出さずに、心の中で考えてみてください。 

最初の絵はこんな絵です。何に見えるかな？いろいろな答えが聞こえて
きましたね。次の絵はこんな絵です。また、いろいろな答えが聞こえてき
ましたね。ある部分に目を向けて見てみると別な絵に見えますね。不思議
ですね。このように同じ絵でも、見方によって、人それぞれにこんなに見

 え方が違うのですね。
  今、皆さんに様々な絵を見てもらいました。見方によって、人それぞれに見え方が違うことが分かりま
したね。また、自分が一度「こうだ」と思うと、絵はもうそのようにしか見えなくなってしまいませんで
したか？でも、少し見方を変えると、また違った絵が見えてきましたね。 

ここで、皆さんに少し考えてみて欲しいことがあります。このことを、友達に当てはめて考えてみて欲
しいのです。「この人はこういう人だ」と一度思ってしまうと、もうその友達をそのようにしか思えなく
なっていませんか？しかし、今日の絵のように、少し見方を変えると、必ずまた違った友達の姿や良さが
見えてきます。なぜなら、人は誰もが必ずその人なりの良さを持っているからです。その良さに気付くこ
とができるかどうかは、自分次第ということですね。 
　一学期の始業式の時、皆さんに校長先生が「自分の物差しで『この人はこういう人だ』と決めつけるの
ではなく、今までとは違ういろいろな角度から友達を見つめ、今まで気が付かなかった友達の良いところ
をたくさん見付けてください。」とお話したのは、こういうことなのです。階上小学校の皆さんには、「友
達の良さに気付く目」を持って欲しいと思います。皆さん一人一人が、この「友達の良さに気付く目」を

 持つことができれば、必ず「みんなが楽しい階上小学校」になるはずです。
　今年度の後半を迎える今、校長先生が皆さんに伝えたいことは、しっかり伝わったでしょうか。校長先
生は、皆さんの笑顔を見ると、とても幸せな気持ちになります。階上小学校１５６人全員が、毎日笑顔で

 過ごせる学校にしていきましょうね。
　これで、校長先生のお話を終わります。
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